
（平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで）

●目標

テーマ１　　みんなでチャレンジ！ごみ減量とリサイクル

事業名 実施内容 取組状況
参加
人数

０５３（ゼロごみ）大作戦 ～ステージ４～　全３７事業　総括

・０５３（ゼロごみ）大作戦に参加した市民 ８万
人

⇒８５，９１９人（８万人達成）

・道内主要都市として初のリサイクル率　３０％ ⇒　集計中

ﾚｼﾞ袋辞退率の調
査と再啓発

主要ｽｰﾊﾟｰにおけるﾚｼﾞ
袋の辞退について調
べ、店舗等でｵﾘｼﾞﾅﾙﾏｲ
ﾊﾞｯｸﾞを活用した啓発ｲ
ﾍﾞﾝﾄ等の再啓発を実施

平成27年5月　530の日啓発ｲﾍﾞﾝﾄ実施
　　　　　　 会場ｲｵﾝ苫小牧店　参加人数210人
平成27年6月　辞退率調査
　　　　　　 ⇒協定締結先の辞退率平均87.7％
平成28年3月　事業者1社と協定締結
※平成28年3月31日現在締結事業者　8社
「環境にやさしいﾗｲﾌｽﾀｲﾙの確立に向けたﾚｼﾞ袋削減に
関する協定」事業者、市、苫小牧消費者協会の3者に
よる締結

210

ごみ処理施設及
び053企業見学会

夏休みの親子連れを対
象に、沼ノ端ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ
やﾘｻｲｸﾙごみの再生工場
等の見学会を実施

実 施 日　  平成27年7月28日（火）
見学場所　　沼ノ端ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ　ほか
参加人数　　30名
移動方法　　大型ﾊﾞｽ
対    象　　小学生と保護者

30

家庭から出るごみのゆ
くえと、天然ｶﾞｽの地産
地消、CO2の活用など環
境にやさしい生産ｼｽﾃﾑ
の見学会を実施

実 施 日　　平成27年8月26日（水）
見学場所　　沼ノ端ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ　ほか
参加人数　　57名
移動方法　　大型ﾊﾞｽ
対    象　　苫小牧市立清水小学校4年生2ｸﾗｽ

57

3きりｴｺｸｯｷﾝｸﾞ 食材を無駄にしない調
理法等を学ぶｸｯｷﾝｸﾞｼｮｰ
を開催

実 施 日　  平成27年11月28日（土）
内 　 容　  星澤幸子VS残りものｸｯｷﾝｸﾞﾊﾞﾄﾙ！
　　　　 　 ～冷蔵庫の残りもの活用で一本！～
会　　場　  ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙﾆｭｰ王子
参加人数　　市民166人（当初予定人数　100人）
周知方法    ﾎﾟｽﾀｰ、ﾁﾗｼ

166

古本ﾘﾕｰｽ事業 読み終えた文学作品、
児童書、実用書などを
市民が自由に持込みや
持出しをすることがで
きる「053（ｾﾞﾛごみ）ﾘ
ﾕｰｽ文庫」を開設

蔵書数　　　平成27年 6月 6日開設時　1,322冊
　　　　　　平成28年 3月31日現在　  1,977冊
利用者数　　959人

959

効果検証

本のﾘﾕｰｽ数

⇒ 平成27年度持ち出し冊数 2,015冊

資料2

「053ﾘﾕｰｽ文庫（ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ苫小牧）」

1



事業名 実施内容 取組状況
参加
人数

事業系ごみ多量
排出事業所への
減量啓発

多量排出事業所に対し
て、排出状況調査、助
言等を実施

会社訪問
実  施  日　平成27年10月7日～11月2日
対象事業所　月平均3t以上の多量排出事業所の
            うち上位10社（協力従業員数2,442人）
ｱﾝｹｰﾄ調査
実  施  日　平成27年10月16日
対象事業所　月平均1t以上の排出事業所171社
回　答　数　86社

2,442

堆肥化普及講習
会等による生ご
みの減量啓発

生ごみ堆肥化講習会を
各地域において実施

生ごみ堆肥化講習会
実施日
平成27年 4月18日（土）会場本庁舎
平成27年 5月16日（土）会場本庁舎
平成27年 6月11日（木）会場のぞみｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
平成27年 7月11日（土）会場ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ苫小牧
平成27年 8月30日（日）会場ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ苫小牧
平成27年 9月12日（土）会場本庁舎
平成27年10月31日（土）会場本庁舎
平成27年11月21日（土）会場ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ苫小牧
平成27年12月18日（金）会場ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ苫小牧
平成28年 1月21日（木）会場豊川ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
平成28年 2月26日（金）会場住吉ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
平成28年 3月25日（金）会場本庁舎
参加人数　213人
※平成28年11月～
　新堆肥化方法（新ｶﾄﾞﾀ式：ﾀﾈと生ごみを土のう
　袋で発酵させて堆肥をつくる方法）を紹介

213

ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ啓発
事業

ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ機能、各事
業の拡充

ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ事業の拡充
ｴｺ石けん作りの普及、拡大～冷製法（外部から過熱し
ない方法）の導入により対象年齢の引下げ実施（中学
生以上⇒小学4年生以上に引き下げ）
実施回数　14回
参加人数 360人
（参考：26年度 参加人数124人）
未修理家具の提供
実 施 日　平成27年6月3日～30日
利用人数　119人

体験教室参加人数（ｴｺ石けん作り含む）　 897人
（参考：26年度体験教室参加人数　1,096人）
施設見学団体人数　　　　　　　　　　 1,889人
（参考：26年度施設見学団体人数　1,735人）

2,786
（家具購
入･拠点
回収利用
者等は含
まず）効果検証

平成27年度ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ苫小牧来館者数 29,228人
（参考：26年度 23,593人） ⇒ 約1.2倍↑

平成27年度再生品販売数 1,532点
（参考：26年度1,260点） ⇒ 約1.2倍↑

平成27年度再生品販売金額 1,894,500円
（参考：26年度1,643,200円） ⇒ 約1.2倍↑

効果検証

平成27年度講習会 12回 参加人数 213人
（参考：26年度 5回 101人） ⇒ 約2.1倍↑

「ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ苫小牧団体見学」
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事業名 実施内容 取組状況
参加
人数

ﾘｻｲｸﾙﾎﾞｯｸｽ設置
事業

市民の利便性向上を図
るため、公共施設に設
置する資源物回収拠点
のﾘｻｲｸﾙﾎﾞｯｸｽの設置を
拡大

新設
平成27年12月15日　住吉ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰに設置

-

廃食油拠点回収
事業

回収拠点の増設 新設
平成27年7月24日　1箇所設置
（場所　ﾏｯｸｽﾊﾞﾘｭ沼ノ端店）
平成27年8月28日　1箇所設置
（場所　ﾏｯｸｽﾊﾞﾘｭ弥生店　）

-

蛍光管拠点回収
事業

新たに開店する店舗に
拠点増設検討

新設
平成27年7月29日　1箇所設置
（場所　DCMﾎｰﾏｯｸ沼ノ端店）
平成27年9月2日　1箇所設置
（場所　DCMﾎｰﾏｯｸ苫小牧弥生店）

-

古着古布回収事
業

古着・古布の拠点回収
の拡充

勇払公民館新設（Ｈ28.4.1～）準備、回収対象の拡大
（Ｈ28.4.1より綿50％以上の回収に加え、その他の布
類の回収開始）準備
※平成28年3月31日現在拠点数　7か所 -

効果検証

平成28年3月31日現在拠点数 12か所
（参考：平成27年3月31日現在 10か所）

⇒ 2か所増↑
※但し、ｺｰﾌﾟさっぽろは、市内全店頭にて独自回収

効果検証

平成28年3月31日現在拠点数 12か所
※店舗の撤退による減2か所、新設2か所
（参考：平成27年3月31日現在 12か所）

「 ﾘｻｲｸﾙﾎﾞｯｸｽ（住吉ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ敷地内）」

効果検証

平成28年3月31日現在設置数 8か所
（参考：平成27年3月31日現在 7か所）

⇒ 1か所増↑
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テーマ２　　みんなでまもろう！ごみ出しルール

事業名 実施内容 取組状況
参加
人数

集団回収促進事
業

資源回収団体奨励金制
度の実施、回収団体関
係者への啓発として視
察研修を年1回実施

平成27年度助成団体数　221団体

登録団体視察研修
実 施 日　平成27年11月11日（水）
研修場所　ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ苫小牧、明円工業㈱
参加人数　31人（当初予定人数　40人）

252

テーマ１　参加人数　計 4,459

事業名 実施内容 取組状況
参加
人数

生ごみ堆肥化容
器等購入助成事
業

生ごみ堆肥化容器購入
に対する助成

生ごみ堆肥化容器
購入助成数　103個

電動生ごみ処理機
購入助成数　　22台

125

ﾘｻｲｸﾙﾊｳｽ設置助
成事業

資源回収登録団体に、ﾘ
ｻｲｸﾙﾊｳｽの設置助成を実
施

平成27年7月27日　資源回収登録団体247団体に
　　　　　　　　 募集案内文書送付
設置助成団体数   5団体
※平成28年3月31日現在設置助成数　35か所

5

次世代市民に向
けた出前講座等
の開催

次世代を担う児童・生
徒に、ごみ減量と分
別、ﾘｻｲｸﾙについて出前
講座を実施

平成27年4月23日　小中学校校長会会議にて案内
平成27年8月13日　小中学校に再案内

開催数　  14校で23回開催
参加人数  1,368人

【ｷｯｽﾞﾀｳﾝ】出展
実 施 日　平成27年10月4日（日）
参加人数　47人（当初予定人数48人）

1,415

効果検証

平成27年度助成団体数 221団体
（参考：26年度 217団体） ⇒ 4団体増↑

平成28年3月31日現在登録団体数 244団体
（参考：平成27年3月31日登録団体数 243団体）

⇒ 1団体増↑

「出前講座（小学校）」

効果検証

平成4～27年度 累計 9,462個

効果検証

平成13～27年度 累計 433個

効果検証

平成27年度次世代市民参加人数 1,368人
（参考：26年度 176人） ⇒ 約7.8倍↑
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事業名 実施内容 取組状況
参加
人数

転入者に対する
ごみ分別排出ﾙｰﾙ
の周知と相談会
開催

苫小牧市への転入者を
対象とし、分別方法が
わからないことによる
不適正排出の未然防止
と適正排出の促進を目
的とし実施

実 施 日　平成27年3月25日から4月10日まで
　　　　（土日を除く計13日）
会    場　本庁舎　中央ﾛﾋﾞｰ
参加者数　598人
実施期間終了後は、住民課にて、転入者に「ｸﾘｰﾝとま
こまい」とごみ袋の試供品を窓口で直接配付

（参考：平成28年3月22日から4月8日まで、土日を除
く計14日間）

598

共同住宅入居者
へのごみ排出ﾏﾅｰ
の啓発

共同住宅ごみｽﾃｰｼｮﾝの
ﾊﾟﾄﾛｰﾙ、入居者へのﾊﾟﾝ
ﾌﾚｯﾄ配布等を実施

平成27年5月27日（水）
共同住宅ごみ排出ﾏﾅｰ改善対策協議会開催

三者合同ﾊﾟﾄﾛｰﾙ（当初予定70か所）
実施日　　平成27年9月7日～18日(26か所）
          平成28年3月11日～31日（80か所）

-

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙｷｬｯﾌﾟ取
り外し等の再啓
発

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙの排出状況調
査、啓発実施

他の再啓発も併せて実
施

【ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ排出状況調査・指導】
平成27年5月～6月  ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ排出状況を調査
平成27年8月　ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙの排出の方法が徹底され
           　ていなかった排出事業者に指導
【再啓発】
広報とまこまいに排出方法再啓発記事掲載
 5月号　缶・びん
 6月号　生ごみ
 7月号　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
 8月号　ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ
10月号　紙類
11月号　廃食油
12月号　古着・古布
 1月号  小型電子機器
 2月号　ごみ・資源の分別

-

事業所を対象と
した分別や処理
方法の講習会

事業所を対象とし、ご
み処理方法の啓発とさ
らなるごみ減量及びﾘｻｲ
ｸﾙの推進を図ることを
目的とし実施

実 施 日　平成27年11月13日（金）
会    場　苫小牧市労働福祉ｾﾝﾀｰ
対 象 者　市内の全ての事業所
参加人数  172人（137社）（当初予定人数200人）

172

共同住宅優良ご
みｽﾃｰｼｮﾝ認定制
度

排出状況の良い共同住
宅のごみｽﾃｰｼｮﾝを「優
良ごみｽﾃｰｼｮﾝ」として
認定

平成28年3月11日～　制度について市民周知開始
平成27年度認定数　 2棟

認定基準をｸﾘｱした排出状況が良好な共同住宅専用ｽﾃｰ
ｼｮﾝに対する認定証及び認定ﾌﾟﾚｰﾄ作成

-

ｲﾍﾞﾝﾄごみ集積場
器材貸出制度の
創設

町内会、自治会のｲﾍﾞﾝﾄ
を対象とし、分別用の
ごみ箱、のぼり等、器
材の貸出しを実施

平成27年6月11日（木）各町内会に案内文書送付
平成27年6月15日（月）受付開始
平成27年7月　　　　　広報とまこまいに掲載
ｲﾍﾞﾝﾄ数        28回
ｲﾍﾞﾝﾄ参加人数　20,811人

10,406
（飲食

分
5割）

「認定ﾌﾟﾚｰﾄ」
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テーマ３　みんなでめざそう！クリーンなまちづくり　　

事業名 実施内容 取組状況
参加
人数

不法投棄監視ｶﾒﾗ
等の設置

ﾊﾟﾄﾛｰﾙや啓発看板の設
置では効果が得られな
い地域において、監視ｶ
ﾒﾗ、周知看板等を設置

平成27年度　監視ｶﾒﾗ等5台設置済

-

テーマ２　参加人数　計 15,332

事業名 実施内容 取組状況
参加
人数

出前講座等によ
る分別排出の啓
発

各地域において分別排
出の周知について出前
講座を実施

【出前講座】
平成27年5月12日 町内会連合会総会にて案内
平成27年8月 5日 各町内会に案内文書送付
講座開催　　　　11件
参加人数　　　　463人

【市民説明会】
内  容　ごみｭﾆｹｰｼｮﾝ～更なる減量をめざして～
実施日・会場
　平成27年11月24日（火）沼ﾉ端ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
　平成27年11月26日（木）高齢者福祉ｾﾝﾀｰ
　平成27年11月27日（金）のぞみｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
　平成27年11月28日（土）住吉ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
　平成27年11月30日（月）豊川ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
参加人数　40人
【まちかどﾐｰﾃｨﾝｸﾞ】
内　  容～ごみについてもう一度考えてみよう～
実 施 日　平成27年8月～11月（15地区）
参加人数　508人
【食べるたいせつﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ】
実 施 日  平成27年9月26日（土）
参加人数　500人
【みんなの消費生活展】
実 施 日平成27年11月21日～22日
参加人数　90人

1,601

折りたたみ式ご
みｽﾃｰｼｮﾝの普及

平成25年度より設置を
進めており、ｶﾗｽ被害、
不適正排出対策に一定
の効果が得られている
ことから、設置箇所を
拡大

平成27年度　280個設置
（参考：26年度 320個設置）

1,140
（280×
約4世
帯）

ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ 053大作戦～ｽﾃｰｼﾞ4～の
啓発と参加をよびかけ
るｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄを開催

実 施 日　平成27年4月4日（土）
会    場　COCOTOMA
内    容　「園児による　がんばるぞ宣言」、
          「053ﾌｧｲﾌﾞによる分別啓発」
参加者数　255人

255

ﾌﾟﾗｻﾞまつり 幅広い世代に環境への
関心やごみ減量・分
別・ﾘｻｲｸﾙを呼びかける
ｲﾍﾞﾝﾄを開催

実施予定日　平成27年8月30日（日）
会　　　場　ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ苫小牧
内　　　容　ﾘｻｲｸﾙ自転車無料抽選会
　　　　　　生ごみ堆肥化講習会
　　　　　　手すきはがき作り    など
参加人数　　2,200人

2,200

「まちかどﾐｰﾃｨﾝｸﾞ」

効果検証

平成27年度ﾊﾟﾄﾛｰﾙによる不法投棄発見数 25件
（参考：26年度 51件） ⇒ 51.0％減↓

効果検証

平成27年度参加人数（次世代市民除く） 463人

（参考：26年度 320人） ⇒ 約1.4倍↑

6



事業名 実施内容 取組状況
参加
人数

053講演会 有識者による分かりや
すい内容で、ごみ減量
とﾘｻｲｸﾙ推進の市民意識
向上にむけた講演会を
実施

実 施 日　平成27年10月31日（土）
会  　場　ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙﾆｭｰ王子
内　  容　ごみの『見える化』でごみは減る！
講　  師　山谷修作（東洋大学経済学部教授）
参加者数　110人（当初予定人数　100名）

110

ｴﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ 平成27年度最後の053
（ｾﾞﾛごみ）啓発事業と
して、ごみ減量と分
別・ﾘｻｲｸﾙの推進を引き
続き行うことをよびか
けるｲﾍﾞﾝﾄとして実施

【ﾌｧｲﾅﾙｲﾍﾞﾝﾄ】
実施日　平成28年3月27日（日）
会　場　苫小牧信用金庫本店
内　容　「大作戦引継ぎセレモニー」
　　　　「053（ｾﾞﾛごみ）ｼｱﾀｰ」など
参加者数　210人

210

町内会等による
環境美化活動助
成金制度

ｽﾃｰｼｮﾝﾊﾟﾄﾛｰﾙ隊の後継
事業として、町内の清
掃活動や、ｽﾃｰｼｮﾝ周辺
の環境整備等、町内会
や自治会と市が協働し
て行うことができるよ
うな環境美化活動に対
し、助成金を交付

平成27年4月1日 　要綱施行
　　　　　　　 　活動計画書受付開始
平成27年8月14日　助成金交付開始

助成金交付済団体数　81団体
活動参加人数（大掃除人数を除く）　11,940人

11,940

ぽい捨て防止条
例の改正と市民
周知

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｻﾎﾟｰﾀｰ制度を
考慮した内容に改正
し、条例の内容や、ぽ
い捨てについて市民周
知を実施

ぽい捨て防止条例の改正
平成27年11月11日　廃棄物減量等推進審議会
平成27年11月27日　ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ募集
　　　～12月28日
平成28年2月　　　 市議会定例会に議案提出
平成28年3月　　　 ぼい捨て防止看板100枚作成、設
　　　　　　　　　置

-

近隣自治体と一
般廃棄物処理相
互支援協定の締
結

災害時や施設故障時な
ど、本市ごみ処理施設
において、適正な処理
が困難となる不測の事
態にそなえ、近隣自治
体と相互支援協定を締
結

国が中心となり災害時の対応や災害廃棄物の適正処理
体制の構築を進めているため、国、北海道などと連携
しながら近隣自治体との相互支援協定に向けて取り組
みを進める

-

「ぽい捨て防止看板」
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事業名 実施内容 取組状況
参加
人数

市職員への053講
習会とﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ清
掃の呼びかけ

【053講習会】
市職員研修にて、ごみ
減量と分別について講
習を実施

新任係長職職員研修
実 施 日　平成27年5月29日
参加者数　39人

一般職課程研修
実 施 日  平成27年9月18日
参加人数　49人

実 施 日　平成27年10月28日
参加人数　55人

特別研修
実 施 日　平成28年2月9日
参加人数　72人

215

【ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ清掃】
市職員に対し、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
清掃実施についての呼
びかけを行う

実 施 日　平成27年5月13日（水）
参加人数　43人（市環境衛生部職員等）

実 施 日　平成27年5月30日（土）
参加人数　250人（市職員）

実 施 日　平成27年10月27日（火）
参加人数　40人（市環境衛生部職員等）

333

企業市民へのﾎﾞﾗ
ﾝﾃｨｱ清掃の呼び
かけ

市内各事業所に対し
て、大掃除月間中に限
らず、定期的なﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
清掃実施への呼びかけ
を行う

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ清掃呼びかけ訪問日
平成27年2月19日　苫東立地企業懇話会
平成27年6月10日　苫小牧地区協同組合等連絡協
　　　　　　　　 議会
平成27年6月18日　新明あけぼの企業連絡協議会
平成27年7月16日　公益社団法人 北海道宅地建物
                 取引業協会苫小牧支部
平成27年7月14日
　　　～8月6日　 苫小牧商工会議所各部会

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ清掃
企業・各種団体実施数　125団体
参加人数（春・秋の大掃除月間を除く）　8,125人

8,125

小中学校用副読
本作成

小学4年生、中学1年生
を対象に改訂版の配布

平成27年5月に配布
小学校　1,662冊
中学校　1,730冊

平成28年1月～3月　平成28年度配布用副読本の
　　　　　　　　　全編ﾘﾆｭｰｱﾙ

3,392

中心市街地の道
路清掃

中心市街地（錦町、大
町）の定期的な道路清
掃を業務委託により実
施

平成27年4月より業務委託
実施回数　　　　　　 40回

40

効果検証

平成27年度参加人数 8,125人
（参考：26年度 2,991人） ⇒ 約2.7倍↑

効果検証

清掃によるごみ回収量

⇒ 平成27年度 398.7kg
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ごみ拾い大作戦 市街地の清掃をとおし
て、環境美化への関心
を高めるｲﾍﾞﾝﾄを開催

実 施 日　平成27年10月18日（日）
内　  容　ごみ拾い大作戦！！
　　　　  ～ﾁｰﾑでごみを撤去せよ～
          「ゼロゴミッション」
会　  場　柳町、明野新町、新開町周辺
参加人数　26ﾁｰﾑ　115人（当初予定数　20ﾁｰﾑ）

115

テーマ３　参加人数　計 15,332

事業名 実施内容 取組状況
参加
人数

春と秋の053の日
大掃除

春と秋の大掃除月間中
の日曜日を053の日と定
め、市内一斉の大掃除
参加への呼びかけを実
施

春のｾﾞﾛごみの日　平成27年4月19日（日）
春の大掃除月間　 平成27年4月19日～5月18日
参  加  人  数　 249団体、21,303人
（参考：26年度　224団体、18,488人）
秋のｾﾞﾛごみの日　平成27年10月25日（日）
秋の大掃除月間　 平成27年10月1日～10月31日
参　加　人　数　 214団体、17,890人
（参考：26年度　236団体、21,366人）

39,193

テーマ１・２・３　参加人数　合計 85,919

<上記事業ほか、ごみ減量・分別啓発活動>

啓発活動 実施内容 取組状況
参加
人数

広報紙、新聞紙
面、ﾎﾟｽﾀｰ・ﾘｰﾌ
ﾚｯﾄなどによる啓
発活動

商店会、町内会、企
業、学校などに啓発ﾎﾟｽ
ﾀｰの掲示を依頼

各種ｲﾍﾞﾝﾄ等にあわせて
ﾘｰﾌﾚｯﾄ等を配布し啓発

本庁舎にのぼりを掲
示、職員外勤時大作戦
ｼﾞｬﾝﾊﾟｰの着用、大作戦
名刺によるPR

ﾎﾟｽﾀｰ掲示依頼枚数　1,459枚

ﾘｰﾌﾚｯﾄ等配布数　4,423
【緑ヶ丘公園まつり】
平成27年5月10日（日）
来場者200人にﾘｰﾌﾚｯﾄ、ごみ減量啓発ｸﾞｯｽﾞ（ｺｰｽﾀｰな
ど）配布
【ごみｾﾞﾛの日（市内ｽｰﾊﾟｰ3店舗）】
平成27年5月30日（土）
各店舗来店者300人、 計900人にﾘｰﾌﾚｯﾄ、ごみ減量啓
発ｸﾞｯｽﾞ（ｺｰｽﾀｰなど）配布
【苫小牧駒澤大学大学祭】
実施日　6月28日（日）
来場者200人にﾘｰﾌﾚｯﾄ、ごみ減量啓発ｸﾞｯｽﾞ（ｺｰｽﾀｰな
ど）配布
【新・ご当地ｸﾞﾙﾒｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ】
平成27年7月4日（土）
来場者600人にﾘｰﾌﾚｯﾄ、ごみ減量啓発ｸﾞｯｽﾞ（ｺｰｽﾀｰな
ど）配布
【とまこまい港まつり】
平成27年8月7日～9日
来場者1,673人に啓発うちわ・ごみ減量啓発ｸﾞｯｽﾞ配布
【たるまえｻﾝﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ】
平成27年9月12日（土）
来場者350人にﾘｰﾌﾚｯﾄ、生ごみ減量啓発ｸﾞｯｽﾞ配布
【3R推進北海道大会】
平成27年11月28日(土）
来場者100人にﾘｰﾌﾚｯﾄ配布
【成人式】
平成28年1月10日（日）
新成人400人に「祝成人　ごみ分別ｸｲｽﾞ」付きﾃｨｯｼｭを
配布

ﾎﾟｽﾀｰ・
ﾘｰﾌﾚｯﾄ等
の配布は
参加人数
に含めず

効果検証

平成27年度春・秋参加人数計 39,193人
（参考：26年度 39,854人）

効果検証

ごみ回収量 ⇒ 平成27年度 265.75kg
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